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時間を建築する

00 Prologue：時間概念の拡張
'⼤⼈はChronosの世界に⽣きていてこどもはKairosの世界に⽣きている'こんな⾔葉がある。
幼児にとって時間とはKairosである。幼児が体感する時間は主観的なものでまだChronosという概念
を獲得していない。
Kairosの世界に⽣きているこどもたちを無理にChronosの世界へ連れ出すのではなく、時間の概念を
数から空間や環境の変化へと拡張し、⽇々を過ごす中で⾃然とChronosの世界つまり「流れる時」を
体感するこども園を提案する。

こどもの頃の記憶それは断⽚的で雑然とした記憶である。楽しかったこと、怖
かったこと、驚いたこと、様々な記憶が単⼀的な「時」として記憶されている。
それがいつの記憶であるのか、何をしていた時の記憶であるのか、他の情報は⼀
切覚えていないのにその⼀瞬の「時」だけが記憶されている。
前後の出来事との関係性、その時の状況、他の情報を記憶していなくてもその⼀
瞬の「時」だけ記憶しているのは、形成されている「時間」というものへの概念
が違うからだ。
こどもの頃に過ごした時間は過去から未来へ定量的に連続的に「流れる時」では
なく、ある出来事が起きる時の主観的で単⼀的な「訪れる時」である。
主観的な「訪れる時」を過ごすことも⼤切ではあるが、こどもは⾃分たちが、⾃
分たちが過ごす「訪れる時」が「流れる時」の中に存在していることを知覚する
必要である。
こども園という空間で「訪れる時」を⽣きるこどもに「流れる時」を建築する。

 Chronos...時計が刻む定量的に連続する客観的な「流れる時」

 Kairos...ある出来事が起きる単⼀的で主観的な「訪れる時」

⽴つ・寝るの基本動
作を基にし、こども
の⾝⻑の寸法四⽅の
⽴⽅体を⼀⼈⼀⼈に
与える疑似的なス
ケール空間とする

この標準の⽴⽅体を
安全性、年齢ごとに
⾒られる⾏動特性を
考慮して横⽅向⼜は
上⽅向に拡張してい
く
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⼀つの空間に複数の視点が織り込まれる空間01 Chrono-Topos(時空間)
こども園とはこどもたちが最初の社会を築く場である。物を知り⼈を知り⾃分を知る、その過程に成
⻑がある。他⼈、他⼈の存在する空間に視点を織り込むこと、また⾃分に、⾃分というものが存在す
る空間に織り込まれている視点を知覚することが必要である。
周囲からの多数の織り込まれる視点を受け⼊れる空間としてこども⼀⼈⼀⼈に固有の空間を与える。
こどもの年齢ごとに⾝体寸法、安全⾯、⾏動特性から⼀⼈当たりの疑似的なスケール空間を導く。

こどもたちが⽇々過ごす空間はそれを取り巻く外部空間に対してどのようにあるべきか。
⽇々話して、遊んで、学んで、寝ている空間の外部には、⽇が昇り⽇が沈み、風が吹き草⽊が揺れ、
時には⾬が降り雫が落ちていく。そこにはこどもたちが過ごす時間とは異なった時間が存在してい
る。この時差を埋めるためを地学的時間を体感する建築空間を設計する。
時空間に地学的視点も織り込む、外部空間の中で⾃分というものがどう存在しているかを知覚する。

100角の柱・梁で直⽅体
の12辺すべての⽅向を
取り囲んだ、壁を持たな
い構造を01で与えた空
間の基本構造として考え
る。

この柱・梁のみの基本構
造からガラスや布を⽤い
て外部空間に存在してい
る地学的時間の流れを知
覚することのできる空間
を構築する。

地学的時間と建築的時間の時差を埋める空間02 Chrono-Lag(時差)
「保存」とは「流れる時」つまりChronosの中で不変的であること。「開発」とはある出来事をもた
らす「訪れる時」つまりKairosを⽣み出すこと。
⽇々成⻑していくこどもたちが過ごす建築で不変性を持つこと、Kairosの世界で⽣きているこどもた
ちに建築的アプローチでKairosを⽣み出すこと。⼀つ⼀つの時空間の構成により「保存」と「開発」
が両⽴する建築を形成する。

03 Chrono-Chaos(混沌) 保存と開発が両⽴する建築

天窓を⽤いて⽇光を内部
空間に取り込む。

差し込んだ光により内部
空間に形成される明るい
ところや影、それらの変
化を知覚する。

開⼝部にはカーテンなどの
布を設ける。

風になびくカーテンや、窓
や天窓から流れる雲や風に
ゆすられる植物を眺めて外
の世界の動きを体感する。

窓ガラスを設け、外の景⾊
を眺められるようにする。

⾬の⽇には⽔たまりができ
て⾬⽔が撥ね、⾬が⽌むと
やがて消えていく様⼦を眺
める。

⼀⼈⼀⼈に与えられた空間の相互関係によって
「保存」と「開発」を両⽴する。
空間の遮断により周りの環境に影響を受けない不
変性を持った空間を、空間の結合により他者と交
わり新たなKairosを⽣み出す空間を構成する。

友達といたいけど友達じゃな
い⼦はちょっと苦⼿

⼀⼈の時間が欲しいから周り
とは分けられた場所が欲しい

友達みんなと⼀緒に過ごした
いから仕切りなんていらない

不変性のある空間は⼊りにくいレベルの⾼いと
ころに設け他の介⼊を防ぐ。
⼀⼈になりたい⼦や寝たい⼦、⼤⼈数は苦⼿な
⼦らは遮断された空間で、みんなで過ごしたい
⼦は結合された空間で過ごす。

04 Chrono-Variation(変化) 季節や時間に応じて変化する動的な建築

こどもを取り巻く⾃然環境は変化している。⾃然が豊かに⽣い茂る季節、⾬が多く降る季節、暑い季
節、寒い季節。また、こどもたちが過ごす環境も変化している。朝早く来る⼦もいれば、⼣⽅遅くま
でいる⼦もいる。⼀⽇の中で園にいるこどもの数も常に⼀定ではない。
こどもたちに環境の変化を知覚させるためには建築空間もこれらの環境の変化に対して動的に変化し
ていく空間である必要がある。

⽊や草などの⾃然に近くで触れ合えるようにする。⽇本には春夏秋冬があるので草⽊が⽣い茂る季節
と葉が枯れてしまう季節がある。⾃然を⾝近な存在とすることでそれらの⼀年を通しての変化を眺め
⾃然に流れている時間を知覚する。
こどもが⾏動として⾃然と触れ合うだけでなく、建築空間としても季節によって⾃然との関わり⽅を
変化させる。

⾬が降ると地⾯が濡れ外で遊ぶことができず屋内で過ごすことになる。だが単に屋内で遊ぶのでは晴
れの⽇に屋内で遊ぶのと変わらない。晴れの⽇と違うのは⾬がやみ地⾯が乾けば外で遊べるというこ
と。つまり外で遊べるようになるのを待っているのである。⾬が降った時屋外から遮断された屋内で
過ごすのではなく、屋外の様⼦を観察できる空間へとする。
空間の変化によって⾬が降っている時間、⾬がやみ地⾯が乾くまでの時間を体感する。

年齢が上がるにつれて空間も拡張する。こどもは⽇々成⻑しているが⾃分を客観的に⾒ていないため
⾃分で成⻑を実感することは少ない。過ごす空間の⼤きさを変化させることで年齢が上がると過去に
過ごしていた空間が⼩さく感じ⾃分が⼤きくなったことに気付く。
空間もこどもスケールの⼩さな空間であるため空間に対する⾃分の⼤きさを知覚しやすく、時がたつ
につれて空間に対して⾃分の存在が変化していると体感する。

朝早い時間や⼣⽅の遅めの時間は⼦供の数が少ないため、こどもが少ない時は空間も仕切りによって
縮⼩する。そして朝はこどもが来るにつれて縮⼩されている空間が拡張していき、⼣⽅はこどもが
帰っていくにつれて拡張されていた空間が縮⼩していく。
拡張していく空間から⼀⽇の始まりを、縮⼩していく空間から⼀⽇の終わりを感じる。空間変化に
よって時の流れをこどもが体感する。
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